


非ユーザー・
初心者向け

同時通訳

エネルギーソリューション

E3
14:10-15:00
計算機設備の最適運転のための
シミュレーション技術活用の試み

独立行政法人理化学研究所
峯尾 真一

E4
15:30-16:20
ハイブリッド自動車のモデリングと
システム設計・検証

MathWorks Japan

E5
16:40-17:30
モデルベースデザインによる
FPGAソーラー・アレイ・シミュレータの開発

株式会社PALTEK
東崎 周平

E2
13:00-13:50
DC/DCコンバーターのデジタル制御システム設計

MathWorks Japan

制御設計

F3
14:10-15:00
モデルベースデザインによる制御系設計入門

MathWorks Japan

F4
15:30-16:20

F5
16:40-17:30
Simulinkモデルのコンポーネントベース設計と
構成管理

MathWorks Japan

F2
13:00-13:50
これから始めるモデルベースデザインと
プラントモデリング

MathWorks Japan

G3
14:10-15:00
最新バージョンの新機能紹介
～制御設計・シミュレーション機能～

MathWorks Japan

G4
15:30-16:20
非線形制御の理論・モデル化実践
(スライディングモード制御編)

MathWorks Japan

G5
16:40-17:30
コード自動生成ソリューションのご紹介

MathWorks Japan

G2
13:00-13:50
日産リーフの制御開発における
モデルベース設計の適用

日産自動車株式会社
大蔵 一真

F4
調整中

E5
モデルベースデザインによる
FPGAソーラー・アレイ・シミュレータの開発

G2
日産リーフの制御開発における
モデルベース設計の適用

株式会社PALTEK　スマートグリッド事業部 
テクニカル スペシャリスト　東崎 周平

太陽光発電等再生可能エネルギーの本格的な普及拡大が
予想される中、太陽光発電を利用した様々で且つ複雑なエネ
ルギー制御が必要となる。

今回開発した FPGA ソーラー・シミュレータは、モデルベース
デザイン手法により、柔軟なデザイン変更やリアルタイムに変
動する日射量を模擬出力する事が可能なため、太陽光発電を
活用したスマート・エネルギー制御システムを短期間で効率
的に開発出来るツールとして利用可能である。

本講演では、 MATLAB/Simulink を利用したモデルベースデザ
インによる開発手法をこのハードウェアシステムの構築を例と
して解説する。

日産自動車株式会社　EV技術開発本部 
EVシステム開発グループ　主管　大蔵 一真

世界初の量産型 EV である『日産リーフ』は 2010  年 12  月よ
り米国、日本、欧州に順次投入され、 2012 年にはグローバル
に量産を開始する予定である。リーフの車両制御コントローラ
は電動パワートレインの制御はもちろん、 EV-IT などの EV 固
有のコンテンツにも深く関わっている。この制御開発において
は、モデルベース設計を適用し大幅な開発期間の短縮を図る
ことができたので、その概要について紹介する。

調整中

基調講演

10:00-10:10
MathWorks Japan 社長
梨沢 利隆

10:10-11:00 11:00-11:50
マトラブな日 ：々
思考・試行ツールとしてのMATLAB

信号処理

A3
14:10-15:00
通信システム設計で使える
最新ソリューション

MathWorks Japan

A4
15:30-16:20
MATLABでのコンピューター ビジョン
/画像解析

The MathWorks, inc.
Product Marketing
Bruce Tannenbaum

A5
16:40-17:30
組み込み環境をターゲットにした、
コンピュータービジョン開発

MathWorks Japan

A2
13:00-13:50
具体例で学ぶ信号処理ワークフロー
～すぐに使えるテクニック:実践編～

MathWorks Japan

B3
14:10-15:00
MEMS型低G加速度センサーADXL103の
動作モデルとその適用例

アナログ・デバイセズ株式会社
都筑 友昭

B4
15:30-16:20
無線マルチホップ中継の最新技術と
ハードウェア試作

東京工業大学
阪口 啓

B5
16:40-17:30
MATLAB/Simulinkによる
アナログシステム設計

MathWorks Japan

B2
13:00-13:50
システム開発を拡張するMATLAB/
Simulinkの新たなアプローチ

MathWorks Japan

数値計算／テクニカルコンピューティング

C3
14:10-15:00
MATLABにおける最適化実践編ー 
最適なルックアップテーブルの作成

MathWorks Japan

C4
15:30-16:20
MATLABによるアルゴリズム開発
～粒子フィルターの応用～

MathWorks Japan

C5
16:40-17:30
MATLABによる
オブジェクト指向プログラミング入門

MathWorks Japan

C2
13:00-13:50
はじめてのMATLAB

MathWorks Japan

最新トレンド

D3
14:10-15:00
バージョンアップに伴う並列計算環境
の発展と並列計算のTIPS

MathWorks Japan

D4
15:30-16:20
モデルベースデザインを加速する
Simulinkモデルのテスト・検証

MathWorks Japan

D5
16:40-17:30
【パネルディスカッション】
メカ・制御連携の
必要性と今後について

D2
13:00-13:50
制御設計における
メカ系ツール連携のアプローチ

MathWorks Japan

B4
無線マルチホップ中継の最新技術と
ハードウェア試作

E3
計算機設備の最適運転のための
シミュレーション技術活用の試み

B3
MEMS型低G加速度センサーADXL103の
動作モデルとその適用例

東京工業大学
大学院理工学研究科 電気電子工学専攻
准教授　阪口 啓

マルチホップ中継は、無線ネットワークにおける接続性を拡
大する技術として、セルラーネットワーク、センサーネットワー
ク、M2M 通信などで導入される予定である。本講演では、マル
チホップ中継通信の高度化のために近年研究開発が進められ
ている、同期型（スロット型）中継、ネットワーク符号化中継、 
MIMO 中継などの最新技術を紹介する。次にこれらの最新技
術の動作検証のために試作したハードウェアと、 MATLAB を
用いた多様な中継通信の制御システムを紹介する。

独立行政法人理化学研究所　計算科学研究機構
運用技術部 次世代スーパーコンピューター開発実施本部  
開発グループ　開発研究員　峯尾 真一

理化学研究所　計算科学研究機構では世界最高性能を誇る計
算機「京」を運転している。その施設は、電力を安定供給するた
めに、電気事業者から供給される電力に加えて、コジェネレー
ション設備による自家発電能力を持っている。

このコジェネレーション設備では、計算機の負荷変動を吸収し
ながら、発電と発生蒸気量の最適制御をどのように行うかが課
題となっている。

そこで今回は、 Simulink を用いたシミュレータを利用して、
計算機室、空調機、温・冷熱源等を含む施設全系の運転状況を
シミュレーションする試みを紹介する。

アナログ・デバイセズ株式会社　
マイクロマシンテクノロジーグループ
フィールドアプリケーションエンジニア　都筑 友昭

近年のマイクロマシン技術または MEMS 技術の発達により、
半導体微細加工技術を応用した加速度センサーが大量かつ
安定的に生産出来るようになった。現在加速度センサーを
応用したアプリケーションは自動車を始め多くの電子機器に
広がっているが、アプリケーションの開発や評価などに手間が
掛かる事も多いのではないか。

本講演では、アナログ・デバイセズの MEMS 型低G加速度
センサー ADXL103 を例に、加速度センサーの動作原理とその 
Simulink モデルについて解説する。また、制御系製品開発に
おいて加速度センサーの Simulink モデルをシミュレーション
でどのように活用できるかの例もご紹介する。

2011.11.2    ホテル グランパシフィック LE DAIBA
MATLAB EXPO 2011
 MATLABが、あなたにもっと近くなる日

Technical Computing and Model-Based 
Design: Driving Innovation and Effi ciency – 
2011 and Beyond

The MathWorks, Inc.
Industry Marketing Director
Sameer Prabhu

独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 JAXA 
情報・計算工学センター(JEDI センター)
博士（工学）、招聘研究員　
秋田  剛

開催のご挨拶


